
「学ぶ土台づくり」市町村支援モデル支援事業

近年，小学校へ入学した児童が学校生活に適応できず，学級がうまく機能しない状況に陥る
「小1プロブレム」が指摘されている。そこで，特別支援教育の視点での幼保小連携に重点的に
取り組む。

１ 幼稚園や保育所等における教育・保育の質の向上を図るための研修等の実施
〇 小学校での授業研究会の開催

２ 保幼小の連携と小学校への円滑な接続を図るための連絡協議会等の開催
〇 塩竈市幼保小連絡会の開催
〇 アプローチ・スタートカリキュラム作成委員会の開催
〇「塩竈市アプローチ・スタートカリキュラム」の活用，改訂
〇「ひらがな・すうじ・できるかな」の配布

目 的

内 容



１ 幼稚園や保育所等における教育・保育の質の向上を図るための研修等の実施

〇 小学校での授業研究会の開催

期日 研修会 講師 会場 参加数

R1.9.23 第一小学校公開研究会 山形大学大学院教育実践研究科
准教授 森田 智幸

第一小学校 52名

R1.11.6 第三小学校公開研究会 宮城教育大学教職大学院
准教授 金田 裕子

第三小学校 65名

R2.2.14 第一小学校公開研究会 山形大学大学院教育実践研究科
准教授 森田 智幸

第一小学校 90名

「塩竈市独自の小中一貫教育」及び「主体的・対話的で深い学び」の視点による
授業研究会を３回行いました。地域の幼稚園・保育所（園）にもご案内をしています。
今年度の授業研究会には幼稚園長，保育所長，幼稚園教諭に参加していただくことが
できました。本市の学校教育の取組を実際に参観していただく機会となりました。



２ 保幼小の連携と小学校への円滑な接続を図るための連絡協議会等の開催

〇 塩竈市幼保小連絡会の開催（年2回）

期日 講話 講師 参加数

R1.6.12 適正な就学指導について 東北福祉大学大学院教育学研究科
特任教授 阿部 芳久

29名

・塩竈市の幼保小連携事業の今年度の取組について説明しました。
・講話では，障害のある児童生徒の就学先の決定までの流れ及び保護者への対応の仕方
について研修しました。

R1.1.15 幼児期の教育・保育と小学校への
円滑な接続・連携について

宮城教育大学
教授 佐藤 哲也

33名

・今年度の塩竈市幼保小連携事業の実施状況について説明しました。
今年度の課題と次年度の取組について確認しました。
・講話では，幼保と小学校の円滑な接続・連携について研修しました。
幼保と小学校の互いの違いを知ること，相互訪問の大切さについて研修を深めました。



２ 保幼小の連携と小学校への円滑な接続を図るための連絡協議会等の開催

〇 アプローチ・スタートカリキュラム作成委員会の開催

・ 塩竈市幼保小連絡会の開催に合わせて作成員会を行っています。
・ 「アプローチカリキュラム」（第2版）と「スタートカリキュラム」（第3版）を活用し
気づいた点を集約し，次回の改訂に生かすことを確認しました。

・ 次年度は「アプローチカリキュラム」と「スタートカリキュラム」を1冊にして
幼保と小学校の関連が分かるようにする予定です。

〇「塩竈市アプローチ・スタートカリキュラム」の活用，改訂

・ 「アプローチカリキュラム」（第2版）を市内の幼稚園・保育所等に配布し，
小学校入学前の年長児のクラスで活用しています。

・ 「スタートカリキュラム」（第3版）を市内小学校に配布し，
４月当初から第１学年で活用しています。



アプローチカリキュラム（例）

学び 言葉を増やそう（しりとり）

学び 色遊び クレヨンのお散歩

生活 持ち物の整理をしよう

生活 挨拶のしかた 姿勢・方法

遊び おにごっこ

遊び はないちもんめ



スタートカリキュラム（例）

学習 呼ばれたら「はい」とお返事

生活 いろいろな挨拶

学習 学習道具の出し方・しまい方

生活 廊下・階段の歩き方

生活 靴のそろえ方・傘の置き方

生活 上靴のはき方



２ 保幼小の連携と小学校への円滑な接続を図るための連絡協議会等の開催

〇「ひらがな・すうじ・できるかな」の配布

「ひらなが・すうじ・できるかな」の表は
ひらがなと数字，そして入学までに
できるようになってほしいことを１枚に
まとめたものです。

お子さんが普段生活している場所に掲示
していただけるようA３版でできています。

「ひらがな・すうじ・できるかな」は，
就学時健診の際に，保護者の皆様に
活用のしかたについて説明したうえで
配布しております。


